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６．コスト縮減に対する取組

トンネル内の円形水路スリップフォーム工法採用によるコスト改善 約0.3億円の縮減

●トンネル内の円形水路の工法として、スリップフォームが一般的な工法となったため、現場打ちとスリップフォームとで経済性比較
を実施。経済性で優れるスリップフォームへ変更することにより費用を削減。

現場打ち円形水路（スリップフォーム工法）の採用 × トンネル3箇所 ⇒ 約0.3億円の事業費減

＜スリップフォーム工法による円形水路施工状況＞ 【当初】現場打ち円形水路
↓

【変更】スリップフォーム工法による円形水路

スリップフォーム工法
締固め装置と成型装置を備えた自走式施工機械を用い、連続的にコンクリート
構造物を構築する工法で、型枠を設置せずにコンクリートを所定の形状に締固め
・整形しながら成型装置を移動させて構築する工法。

現場打ち ：約22,270円/m
スリップフォーム：約13,000円/m

⇒差分 約9,270円/m

トンネル名称 延長 縮減額

古市場トンネル 247m 約2百万円

岡見トンネル 938m 約9百万円

土田トンネル 397m 約4百万円

新木部トンネル 306m 約3百万円

約0.3億円の縮減
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●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については従来の3便益に加えて「地域から期待される道路の役割」等を整理。

８．今回のとりまとめ結果
（１）３便益による費用便益費
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項 目 全体事業 残事業

総費用（C） 1,030 232

事業費 964 167

維持管理費 66 66

便益額（B） 1,588 1,588

走行時間短縮便益 1,299 1,299

走行経費減少便益 241 241

交通事故減少便益 48 48

費用便益比 1.5 6.8

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮される効
果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善されるこ
とによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タイヤ・チュー
ブ費、車両費、車両償却費）の減少効果を対象として算出した
もの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出している。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴う、交
通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩行者に関する
人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構造物に
関する物的損害額等）が減少する効果を貨幣価値として算出
したもの。

◆３便益による費用便益比 （億円）

※ 基準年：R5年

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)

（ ）内は残事業B/C

17,300台～18,800台/日 約935億円 1,030億円 1,588億円 1.5（6.8）

◆道路の役割

■道路の役割
①時間信頼性向上 ［例）余裕時間約1分短縮（約10分→約9分）【＋約39.7億円】］ ※2
三隅・益田道路の整備に伴う所要時間のばらつきの改善効果を算出
②温室効果ガス低減 ［例）CO2排出削減量約13.2千トン／年【＋約7.5億円】］ ※2
三隅・益田道路の整備に伴う速度向上による地球環境(CO2)の改善効果を算出
③沿道環境の改善 ［例） NOx排出削減量約36.9t／年（約1.2％削減）【＋約2.0億円】］ ※2
④騒音低減の効果 ［例） 騒音レベル低減約10.0dB【＋約2.8億円】 ］※2 ※3

※1 【 】は、開通後50年間の便益額として試算した結果（参考値） ※2 三隅・益田道路の開通に影響を受けるエリアを対象に算定
※3 国道9号浜田市三隅町岡見の値
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